
様式３ 

事業概略書 

事 業 名 その他障害者のピアサポート活動実態調査事業 

事 業 目 的 

ピアサポートは、障害の当事者同士で行う相談援助や情報提供などの支

援活動である。家族であっても共有できない苦悩や葛藤の谷を埋める効果

があるとされ、これまで三障害を中心に活発な活動が行われてきた。 

しかし、「その他障害者（難病・発達障害・高次脳機能障害）」は、最近

「障害のある人」として特性が認知されるようになったものの、一部のコ

アとなる団体を除けば、クローズド化されているもの多く、その実態の多

くは知られていない。その為、全国の患者会や家族会のピアサポート活動

の実態調査を行い、社会資源化の検討に資することを目的に実施した。 

事 業 概 要 

行政及び行政関係機関から得た情報（第一次調査）、及び、全国規模（Ｎ

ＰＯ法人を含む）の患者会や家族会等から寄せられた情報を基に 500 団体

を抽出。ピアサポートの意義や将来性、運営状況などのアンケート調査を

郵送により実施した。また、団体の規模、目的、地域性、疾患の特性など

を考慮した上で訪問先を抽出し、２１カ所の訪問面接調査を行った。 

これらの調査結果並びに訪問記録などを事業報告書にまとめ、500部（カ

ラー100 冊、白黒 400 冊）を全国の関係機関へ配布を行った。また、当団

体のホームページからのダウンロードも可能とした。 

事業実施結果 

及び効果 

事業報告書の配付や研究情報の一般公開により、「その他障害者（難病・

発達障害・高次脳機能障害）」の当事者及び家族が、どのような想いや環

境下でピアサポート活動に携わっているのかなど、あまり知られることが

なかった部分に対する偏見や誤解を取り除く効果や、地域資源としての効

果的な活用法が導き出せるのではないかと考えている。 

また、今回の調査で、ピアサポートを出発点に起業し活動の輪を広げて

いる団体、セルフヘルプサポート（自助活動）に特化している団体、当事

者・家族支援の活動が地域の活動へと発展している団体など、多くの情報

を得る事が出来た。地域起こしや福祉の街づくりなど、福祉分野、あるい

は、社会学としての発展を期待している。 

事 業 主 体 

〒８６２－０９０４ 

 熊本県熊本市栄町２－１５ 熊本県営健軍団地１階 

特定非営利活動法人おーさぁ 

TEL：０９６－２１４－０００３ 

 E-MAIL：ogsaa-engawa@tenor.ocn.ne.jp 

（注）１ 本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するので、一

般に公開することを想定し、分かりやすい表現に努めること。 

   ２ 本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途、実施

した事業についての報告書冊子を必ず提出すること。 


